
令和２年度  第４回  流山市地域包括支援センター及び地域密着型サー

ビス運営協議会  議事録  

 

１  日時   

令和２年１１月１８日  水曜日  

１４時００分から１５時３０分まで  

 

２  出席者  

（１）委員  

濱田  竜也  会長、宮本  篤子  副会長、稲田  衣子  委員、鈴木  

美智子  委員、篠塚  博道  委員、岡崎  洋子  委員、櫻井  寿一  

委員、岩井  謙詞  委員、池上  諄一  委員、紺野  好美  委員、

塩谷  節子  委員、麦倉  顕子  委員（全１６名中１２名出席）  

（２）事務局（市）  

  早川健康福祉部長   

高齢者支援課  木村課長、君島課長補佐兼介護予防係長、武林主任

保健師、晴山主任保健師、中山主事、石倉保健師、

桜山会計年度任用職員  

介護支援課   豊田健康福祉部次長兼介護支援課長、竹之内課長補

佐、佐々木主任主事、鈴木主事  

 

３  議題等  

（１）令和元年度地域包括支援センターの評価について  

ア  （事務局より説明）  

評価委員の皆様にご協力いただき、市民の方々に公表する  

（案）をまとめた。事業評価一覧に沿って、各センター長より

説明する。  

（各地域包括支援センター長より説明）  

資料１のとおり。  

  イ  事前意見  

（宮本委員）  

今後とも市からの保健師支援の継続をお願いする。地域包括は

とてもよく頑張っていると思う。継続した市からの支援をお願い



する。  

 （事務局）  

保健師支援の件については、今後も高齢者支援課で地区担当保

健師を配置し、担当包括からの相談や検討を一緒にしていくほか、

今月から、市内地域包括支援センターの職種ごとの横の繋がりを

深め、相談し合える関係づくりを目的として、各地域包括支援セ

ンターの保健師・看護師と市保健師の交流会をＺＯＯＭで行うこ

とを計画している。また、社会福祉士、主任介護専門員の交流会

も今後計画していく予定。  

   （麦倉委員）  

各地域包括支援センターの実状に即した評価がされていると思

う。  

  ウ  評価委員より一言  

（岡崎委員）  

    地域包括支援センターには地域の人が本当に困り果てて相談さ

れるケースも多く、その業務は必要不可欠ながらも少ない人数で

こなしている。その中でもさらに良いものにしようとしており素

晴らしいと思う。  

   （岩井委員）  

改善策をお聞きして、さらに意気込みを感じる。それを実行す

るためにも自然体でより良いものが作り上げていただけたら良い。 

（塩谷委員）  

各地域包括支援センターは従来自分が思っていたよりもっと深

く仕事をしていると感じている。  

民生委員からしても、いつも頼りにさせていただきつつ従事し

ている。今後も連携を強めていきたい。  

  エ  協議  

（篠塚委員）  

 各地域包括支援センターの仕事の範囲は誰が決めているのか。  

 （事務局）  

 運営指針に基づいて市よりお願いしている。  

（篠塚委員）  

  介護保険業務そのものは無限にあるともいえる。その中で労働



基準法に対し、労働環境の改善を図らない限り人員の確保は難し

い。各事業所内で労働改善について検討し市と摺合せをする必要

があると考える。  

（濱田会長）  

 評価委員を代表して、報告する。資料１－１の２ページの７と

８について。センターの運営は、市内５か所概ね適切に行われて

いるが、新設の北部西については、現在の評価に満足せずに業務

改善に取り組み、地域に根差したセンターを目指していただきた

いと評価した。  

これからは新型コロナウイルスを想定した「新しい生活様式」

に対応した活動が求められ、高齢者を取り巻く問題も多様化して

いるが、現状維持に留まることなく新しい事に積極的に取り組ん

でいただきたい。  

この評価をセンターの自己評価に留めず、センターと市が互い

に確認の機会として、適切な人員確保や業務の重点化・効率化を

進め、連携を強化していただきたい。  

また、篠塚委員からもご意見があったように介護保険業務は非

常に多い。そうした中で職員の健康を確保していただきながら上

手く機能できるよう市と委員とで協力していく。地域包括支援セ

ンターにはあらためて感謝する。  

 

（２）令和元年度指定地域密着型サービス事業報告について  

ア  （事務局より説明）資料２のとおり  

  イ  意見  

（岡崎委員）  

定期巡回・臨時対応型訪問介護看護において、４月１日から開

設した「秋桜ヴィレッジ南流山訪問介護事業所」も自施設以外も

訪問するということでの開設か。自施設だけで、外部へはサービ

ス提供していないと断られたケースがあったので確認したい。  

（事務局）  

    南部及び東部地域を訪問するということでお願いしている。た

だいまのご意見を踏まえた上で、今後、代表者に連絡し、市から

指導していく。  



（鈴木委員）  

認知症対応型通所介護について、実施しているうち１事業者は

電話が繋がらないとの話がある。そのことから、他事業所の利用

者受け入れ負担が増加している。  

（事業所）  

 事業所に調査をして、対応する。  

 

（３）「第８期流山市高齢者支援計画（素案）」について  

（事務局より説明）資料３のとおり。  

（委員）意見なし。  

 

４  その他  

次回第４回の運営協議会は、１月２８日木曜日午前１０時から１１

時３０分、場所は中央公民館第２会議室を予定。ただし、コロナウイ

ルス感染症拡大防止の観点からオンラインでの会議を検討中。  

 


